■■■機能制限版NIGAO操作マニュアル('07.8.8)■■■

　
これは，「文京区制60周年記念事業 東京大学130周年記念事業『ひとの顔／まちの顔』トーク＆ショーイング」での似顔絵ワークショップで展示した「機能制限版NIGAO」の操作マニュアルです．
機能制限版NIGAOは，通常のNIGAOよりも簡単な操作で似顔絵作成が行えます．
■システムの概要
　　提示された顔集団の中からモデル（似顔絵を作りたい対象）に似た顔を複数選択すると，選択された顔を混ぜ合わせて，コンピュータがさらに的を絞った候補（次世代集団）を作成します．このサイクルを繰り返していくことで似顔絵を作成します．顔写真などの入力は必要とせず，頭の中のイメージをもとに似顔絵を作ることができます．
●レイアウト

このシステムは2つのウィンドウ（ウィンドウ1，2）で構成されています．顔選択などの操作はウィンドウ1で行い，ウィンドウ2はマウスポインタが指している顔の閲覧用です．各ウィンドウは枠をドラッグすることで見やすい大きさに変形可能です．また，ステータスバーには「現在までにかかった世代数」「現在閲覧している世代」が表示されます．
なお，下の図とはディスプレイの縦横比，顔の数，顔の種類が異なる場合があります．
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●諸注意
· マウスカーソルがウィンドウ1上にあるときのみ操作できます．
· 各似顔絵は特徴点を滑らかに結んで表示されており，ウィンドウサイズを小さくすると，特徴点の間が詰まってしまって線の表示が異なってくることがあります．
●似顔絵作成の流れ
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●通常のNIGAOとの違い
「簡単版NIGAO」では，通常のNIGAOよりも機能を制限してあります．主に，以下のような制限を加えています．
・「対話型GAによる似顔絵進化モード」のみでの似顔絵作成

・1世代あたりの個体数の制限

・使用する似顔絵モデルの表現力制限（左右対称，細かい髪要素＆後ろ髪の削除，シワの数の制限）
・遺伝に関しての制限（顔部品単位での混ぜ合わせ，輪郭と髪と顔部品位置は同じ親から引き継ぐ）
■操作方法
　・↑↓キーで前後の世代を見ることができます（現在閲覧している世代の情報はステータスバーに表示）．

・「左ダブルクリックで顔を選択(再度ダブルクリックで解除) → リターンキー（エンターキー）で次の世代を表示」という流れで進化を進めていきます（選択された顔は次世代集団の左上に残ります）．
2つ以上顔を選択すると，それらの混ぜ合わせや変形（交叉・突然変異）によって次世代顔集団が作成されます．なお，1つだけ選択した場合は変形のみによって次世代顔集団が作成されます．
別の世代からも顔を選択することが可能です．
　・最終出力にしたい顔があったらマウスポインタを乗せて右ダブルクリックをすると，Outputフォルダにその顔の情報（テキスト，画像）が作られます．

　・線や髪などの色変更は，上のメニューから行えます．
■似顔絵作成のポイント

・顔を選択するときに同じような顔ばかり選ぶと次の世代も似たような顔しか出てこなくなることがあります．そのような時は，少し違う雰囲気の顔を混ぜてみてください．

・最初のうちはあまり頑張って収束させようとせず，おおまかにでも似ていると思われるものを選択していくと，急激な収束を避けられます．最初に選択する顔の数は，4，5個が目安です．
NIGAOは東京大学工学部 電子情報工学科 原島・苗村研究室で作成されています．
NIGAOのHP：http://www.hc.ic.i.u-tokyo.ac.jp/project/nigao/
